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の調査に回答した 93名（大学生 47名、社会人 46名）
のうち 61名が、2回目の調査にも回答した。61名の
内訳は大学生 30名（青年群：男性 6名、女性 24名、
19～25歳、平均 20.3歳）と社会人 31名（成人群：
男性 17名、女性 14名、33～54歳、平均 41.3歳）で
あった。???

























































































































青 年 群 5.9（3.4) 7.3（3.7)
成 人 群 20.1（9.5) 19.7（9.5)
（ ）は SD
図２ 世代・調査年と意味記憶検索の安定性図１ 世代・調査年と自伝的記憶想起の安定性
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続いて、単独事象に対する評定と、反復事象に対
する評定を比較した。附表 1に示した項目のうち、















































青年群 反復事象 2  5
単独事象 4  3
成人群 反復事象 6  12



































































反復事象 青年群 8（29.6) 9（33.3) 10（37.0)
成人群 4（18.2) 14（63.6) 4（18.2)
単独事象 青年群 13（48.1) 4（14.8) 10（37.0)
成人群 4（18.2) 14（63.6) 4（18.2)
数値は人数，（ ）は％












主観的体制化（Riefer & Batchelder, 1991;Ro?nn-

















































































が 6名（青年群 3名、成人群 3名）、ともに 1日以上にわ
たる出来事だった参加者が 15名（青年群 2名、成人群 13
名）、似たような出来事が混ざり合った記憶だった参加者
が 4名（青年群 2名、成人群 2名）であった。
(6) 主観的体制化や群化については、加齢による影響を受
けないという結果（Ro?nnlund et al., 2003）と、加齢に
伴い低下するという結果（Riefer & Batchelder, 1991；
Sauze?on et al.,2006；Witte et al.,1990）が報告されてい
る。gained-accessと lost-accessに関しては、加齢によっ
て lost-accessが増え（Davis et al., 2003；Dunlosky &
Salthouse,1996；Stuss et al.,1996）、gained-accessが低
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